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首相指名を受ける菅義偉氏
【出典：首相官邸HP】

「
地
方
活
性
化
政
策 

今
後
も
」

首
相
首
相  

就
任
後
初
会
見
で

就
任
後
初
会
見
で

菅
義
偉
首
相
は
国
会
で
の

指
名
を
受
け
た
の
ち
、
皇
居

で
の
首
相
親
任
式
、
閣
僚
認

証
式
を
経
て
新
内
閣
を
発
足

さ
せ
た
。

就
任
後
初
め
て
の
記
者
会

見
で
菅
首
相
は
、
地
方
の
活

性
化
に
つ
い
て
言
及
。
▽
地

方
の
地
価
の
27
年
ぶ
り
の
上

昇
▽
地
方
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
効
果
▽
農
林
水
産
品
の
近

年
の
輸
出
の
伸
び
―
に
つ
い

て
触
れ
、「
今
後
も
地
方
を

活
性
化
す
る
よ
う
な
政
策
を

菅
義
偉
自
民
党
総
裁
（
9
月
14
日
選
出
）
は
９
月
16
日
召
集
の
臨
時
国
会
で
、
第
99

代
首
相
に
指
名
さ
れ
た
。
本
会
は
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
、
多
様
な
人
材
の
市
議
会

参
画
促
進
な
ど
の
要
望
事
項
実
現
の
た
め
、
野
尻
哲
雄
会
長
（
大
分
市
議
会
議
長
）
が

国
会
対
策
委
員
会
の
委
員
を
新
た
に
数
人
指
名
し
、
要
望
活
動
の
た
め
の
態
勢
を
整
備
、

令
和
3
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
活
動
を
行
う
。

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

菅
内
閣
で
は
総
務
相
に
武

田
良
太
氏
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
担
当
相
に
坂
本

哲
史
氏
が
就
任
（
新
閣
僚
の

一
覧
は
２
面
表
掲
載
）。武
田

総
務
相
は
17
日
の
就
任
記
者

会
見
で
「
関
係
省
庁
と
連
携

し
て
地
方
自
治
体
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
を
推
進
し
、
体
制
構
築
も

進
め
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

坂
本
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
担
当
相
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
克
服
と
経
済
活

性
化
の
両
立
の
視
点
も
採
り

入
れ
、
政
府
一
丸
と
な
っ
て

地
方
創
生
の
取
り
組
み
を
一

層
強
化
す
る
。
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
に
は
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
取

り
組
み
に
有
効
に
活
用
い
た

だ
け
る
よ
う
応
援
す
る
」
と

抱
負
を
語
っ
た
。

本
会
は
菅
内
閣
に
対
し
、

地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
や

多
様
な
人
材
の
市
議
会
参
画

促
進
な
ど
の
要
望
事
項
に
つ

い
て
引
き
続
き
強
く
求
め
て

い
く
。

菅
義
偉
首
相

は
過
去
、
横
浜

市
会
議
員
を
２

期
（
昭
和
62
年

～
平
成
７
年
）

務
め
て
お
り
、

市
議
会
議
員
出

身
者
の
首
相
就

任
と
し
て
は
村

山
富
市
元
首
相

（
元
大
分
市
議

会
議
員
）
以
来

26
年
ぶ
り
と
な
る
。

閣
内
の
市
議
出
身
者
は
、

第
４
次
安
倍
第
二
次
改
造
内

閣
よ
り
５
人
減
っ
て
２
人

（
2
面
表
参
照
）
と
な
っ
た
。

自
民
党
執
行
部
で
は
、
市

議
会
議
長
経
験
者
で
あ
り
、

本
会
役
員
も
務
め
た
森
山
裕

国
会
対
策
委
員
長
（
元
鹿
児

島
市
議
会
議
長
、
元
本
会
九

州
部
会
長
）
が
留
任
し
た
。

10 月 5 日現在の市区数
指定都市	 20 市
中核市	 60 市
施行時特例市	25 市
一般市	 687 市
特別区	 23 区
　計	 815

菅内閣が発足菅内閣が発足
本会 要望態勢整備へ本会 要望態勢整備へ

第99代首相第99代首相
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•
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市議出身首相市議出身首相
26年ぶり26年ぶり
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■ 巻頭言・地方自治に思う
新型コロナウイルス拡大に議
会・議員はどのように対応す
るか
／山梨学院大学法学部・大学
院教授　江藤俊昭

■ 特集
▶新型コロナ対策　―これから
　の自治体に期待する―
　／川崎市健康福祉局担当理事

・川崎市健康安全研究所所長
（新型コロナウイルス感染症
対策専門家会議メンバー、　
元国立感染症研究所所長）　
岡部信彦

▶試された危機管理と機動力
―コロナ禍に揺れ、向き
合った地方議会―
／毎日新聞論説委員
人羅　格

▶異なる執政制度から見る
　コロナ対応

／近畿大学教授　辻　陽

▶新型コロナウイルス対策と
　地方自治

／地方自治総合研究所主任
研究員　今井　照

▶地方議会のコロナ対策・最新
レポート

　／早稲田大学マニフェスト研
究所 招聘研究員 ( 兼 ) ローカ
ル・マネージャー　長内紳悟

　
■ 現地報告
▶北海道七飯町

町会議員が新型コロナに感
染、非常時に直面した議会の
対応
／北海道七飯町議会事務局
議事係係長　妹尾洋兵

Ａ４判・68 頁・定価 831 円（年間購読料 9,972 円）

ご注文・問い合わせは
TEL 03-3264-2520 又 FAX 03-3264-2867
URL http://chuobunkasha.com

株式会社
中央文化社

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

October
議員研修誌 月刊 10

2020

特　集
「新型コロナウイルスと地方議会」

▶静岡県御殿場市
　議会ＢＣＰに新型コロナウ

イルス対策を追記した経緯
と今後の対応について
／御殿場市議会元議長、改
革特別委員会前委員長
勝間田幹也

検索サイトで「中央文化社」
とご入力頂き、弊社ホームペ

ージをクリックしていただ
くと、書籍の詳細をご確認、ご購入いただけます。
QR コードを読み取ることにより、スマートフォンサ
イトでご覧いただけます。

中央文化社

※記事タイトルはいずれも仮題で、発行時には変更の可能性があります。

菅内閣の閣僚の顔ぶれ【出典：首相官邸HP】

自
民
党
は
９
月
25
日
、
総

務
部
会
関
係
合
同
会
議
を
Ｗ

ｅ
ｂ
方
式
で
開
催
、
本
会
の

野
尻
哲
雄
会
長
を
は
じ
め
地

方
六
団
体
の
各
代
表
も
出
席

し
た
。

地
方
六
団
体
か
ら
の
要
望

は
、
飯
泉
嘉
門
全
国
知
事
会

長
（
徳
島
県
知
事
）
が
行
い
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
厳
し
い
状
況
に

Web会議に出席する
野尻会長（大分市）

あ
る
地
方
財
政
へ
の
支
援

な
ど
を
求
め
た
。

会
議
で
は
こ
の
ほ
か
、

武
田
良
太
総
務
相
ら
か
ら
の

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

詳
報
は
次
号
（
10
月
15
日

号
、
第
２
１
３
５
号
）
に
掲

載
予
定
。

自
民
党
総
務
部
会

自
民
党
総
務
部
会

税
財
政
措
置
要
望

税
財
政
措
置
要
望

 
大 臣 氏 名 選挙区（市区のみ表記） 

総 理 大 臣 菅  義 偉 
（ 横 浜 市 ） 神奈川 2 区〈横浜市南区､西区､港南区〉 

副 総 理 兼 
財 務 大 臣 麻 生 太 郎 福岡 8 区〈飯塚市､直方市､嘉麻市､中間市､宮若市〉 

総 務 大 臣 武 田 良 太 福岡 11 区〈田川市､行橋市､豊前市〉 

法 務 大 臣 上 川 陽 子 静岡 1 区〈静岡市葵区（一部除く）、駿河区（一部除
く）、清水区（一部）〉 

外 務 大 臣 茂 木 敏 充 栃木 5 区〈足利市､栃木市（一部除く）､佐野市〉 

文 部 科 学 大 臣 萩 生 田 光 一 
（八王子市） 東京 24 区〈八王子市（一部除く）〉 

厚 生 労 働 大 臣 田 村 憲 久 三重 1 区〈津市、松阪市〉 
農 林 水 産 大 臣 野上浩太郎 参院富山〈事務所＝富山市〉 

経 済 産 業 大 臣 梶 山 弘 志 4 区〈常陸太田市、ひたちなか市、常陸大宮市
（一部除く）、那珂市〉 

国 土 交 通 大 臣 赤 羽 一 嘉 兵庫 2 区〈神戸市兵庫区､北区､長田区､西宮市（一部）〉 
環 境 大 臣 小 泉 進 次 郎 神奈川 11 区〈横須賀市､三浦市〉 

防 衛 大 臣 岸  信 夫 山口 2 区〈下松市、岩国市、光市、柳井市、周南市
（一部）〉 

官 房 長 官 加 藤 勝 信 岡山 5 区〈倉敷市（一部）､笠岡市､井原市､総社市､
高梁市､新見市､真庭市（一部）､浅口市〉 

復 興 大 臣 平 沢 勝 栄 東京 17 区〈 （一部）〉 
国 家 公 安 委 員 長 
防 災 担 当 小此木八郎 神奈川 3 区〈横浜市鶴見区、神奈川区〉 

行 政 改 革 
沖 縄 及 び 北 方 河 野 太 郎 神奈川 15 区〈平塚市､茅ヶ崎市〉 

一 億 総 活 躍 
地 方 創 生 坂 本 哲 志 熊本 3 区〈山鹿市、菊池市、阿蘇市、合志市〉 

経 済 再 生 担 当 西 村 康 稔 兵庫 9 区〈明石市､淡路市､洲本市､南あわじ市〉 
デ ジ タ ル 改 革 平 井 卓 也 香川 1 区〈高松市（一部除く）〉 
オ リ ･ パ ラ 担 当 橋 本 聖 子 参院比例〈事務所＝札幌市〉 
万 博 担 当 
科 学 技 術 井 上 伸 治 東京 25 区〈青梅市、昭島市、福生市、羽村市、あき

る野市〉 

 
役 職 氏 名 選挙区（市区のみ表記） 

幹 事 長 二 階 俊 博 和歌山 3 区〈御坊市､田辺市､新宮市〉 

総 務 会 長 佐 藤  勉 栃木 4 区〈栃木市（一部）、小山市、真岡市、下野市
（一部）〉 

政 調 会 長 下 村 博 文 東京 11 区〈板橋区（一部除く）〉 
選 対 委 員 長 山 口 泰 明 埼玉 10 区〈東松山市、坂戸市、鶴ヶ島市〉 

国 対 委 員 長 森 山  �  
（鹿児島市） 

鹿児島 4 区〈鹿屋市､西之表市､垂水市､霧島市､曽於
市､志布志市〉 

※表内の  は、市区議会議員出身者で（ ）内は、出身市区議会 

菅義偉内閣

自民党新執行部

（敬称略）

（敬称略）
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９
月
23
日
、
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
販

売
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
1

等
の
当
選
金
額
は
前
後
賞

併
せ
て
５
億
円
。

期
間
は
10
月
20

日
ま
で
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ジ
ャ
ン
ボ
、
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
は
「
市

町
村
振
興
宝
く

じ
」
と
し
て
、

売
り
上
げ
金
の

う
ち
約
38
％
が

市
町
村
に
交
付

さ
れ
、
自
治
体

に
と
っ
て
貴
重

議
会
人
事

▼
議
長

▽
飛
驒	

葛
谷
寛
德（
３・９
）

▽
淡
路	

岬　
光
彦（
８・11
）

▽
松
阪	

西
村
友
志（
８・20
）

▽
知
立	

永
田
起
也（
８・26
）

▽
松
原	

池
内
秀
仁（
８・26
）

▽
大
月	

鈴
木
章
司（
９・１
）

▽
綾
部	

荒
木
敏
文（
９・１
）

▽
小
矢
部	

藤
本
雅
明（
９・２
）

▽
柏	

助
川
忠
弘（
９・４
）

▽
箕
面	

中
井
博
幸（
９・７
）

▽
高
砂	

藤
森　
誠（
９・８
）

▽
長
崎	

井
上
重
久（
９・11
）

▽
大
洲	

安
川
哲
生（
９・15
）

▽
八
代	

中
村
和
美（
９・15
）

▼
副
議
長

▽
淡
路	

多
田
耕
造（
８・11
）

▽
松
阪	

坂
口
秀
夫（
８・20
）

▽
知
立	

神
谷
文
明（
８・26
）

▽
松
原	

河
本
晋
一（
８・26
）

▽
大
月	

山
田
政
文（
９・１
）

▽
綾
部	

種
清
喜
之（
９・１
）

▽
小
矢
部	

加
藤
幸
雄（
９・２
）

▽
柏	

円
谷
憲
人（
９・４
）

▽
秦
野	

露
木
順
三（
９・７
）

▽
土
佐
清
水　
作
田
喜
秋

	

（
９・７
）

▽
箕
面	
武
智
秀
生（
９・８
）

▽
高
砂	
森　
秀
樹（
９・８
）

▽
大
洲	

村
上
松
平（
９・15
）

▼
事
務
局
長

▽
南
ア
ル
プ
ス　
村
松
直
樹

	

（
４・１
）

な
財
源
の
一
つ
と
し
て
住

民
の
健
康
福
祉
増
進
な
ど

に
役
立
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
売
り
上
げ
金
は

近
年
減
少
傾
向
に

あ
り
、
各
自
治
体

は
売
り
上
げ
増
に

向
け
た
積
極
的
な

取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

今
年
の
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
は
売
り

上
げ
額
が
8
年
ぶ

り
に
増
加
し
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン

ボ
の
売
り
上
げ
増

に
も
期
待
が
か
か

っ
て
い
る
。

発売発売ハロウィンジャンボハロウィンジャンボ
収益は自治体財源に収益は自治体財源に

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
39
万
７
６
６
０
人

（
令
和
２
年
８
月
１
日
）

▽
面
積　
６
４
３
・
６７
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
古
代
日
本

の
神
話
と
伝
説
に
富
む
市
。

大
正
13
年
４
月
市
制
施
行
。

平
成
１０
年
４
月
、
中
核
市
に

移
行
し
た
。
同
26
年
12
月
連

携
中
枢
都
市
宣
言
、
同
27
年

3
月
同
都
市
圏
誕
生
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
市
章
は
宮
崎

の
「
宮
」
を
図
案
化
し
て
作

成
し
た
。
外
円
は
平
和
を
、

中
央
の
結
び
は
団
結
を
示

し
、
扇
型
は
末
広
が
り
の
発

展
を
表
し
て
い
る
。
宮
崎
の

イ
ニ
シ
ャ
ル
「
Ｍ
」
と
カ
タ

読
既
読
の
確
認
が
可
能
に
。

カ
ナ
の
「
ミ
」
を
重
ね
合
わ

せ
た
Ｃ
Ｉ
マ
ー
ク
も
あ
る
。

市
の
木
は
く
す
の
き
。
市
の

花
は
花
し
ょ
う
ぶ
。
市
の
花

木
は
つ
ば
き
。
椿
山
森
林
公

園
は
平
成
15
年
に
国
際
優
秀

椿
園
に
選
ば
れ
た
。
南
北
３６

㌔
に
及
ぶ
海
岸
線
を
擁
し
、

昭
和
６３
年
に
「
宮
崎
・
日
南

海
岸
リ
ゾ
ー
ト
構
想
」
が
国

の
リ
ゾ
ー
ト
法
適
用
第
一
号

の
承
認
を
受
け
た
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数　

40
人
（
現

在・男
性
３２
人
、
女
性
８
人
）

▽
前
回
選
挙 

平
成
３１
年
４

月
２１
日
。
立
候
補
５６
人
。
投

票
率
３６
・
５５
％
。

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
議
員

へ
の
情
報
提
供
手
段
と
し
て

今
年
８
月
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利

用
を
始
め
た
。
議
会
関
連
の

日
程
や
新
型
コ
ロ
ナ
等
の
最

新
情
報
を
提
供
、
議
員
は
ス

マ
ホ
片
手
に
場
所
を
選
ば
ず

確
認
で
き
る
。
事
務
局
は
未

連載⑦

部
会
長
市
紹
介

部
会
長
市
紹
介

中
川
議
長
の
話

中
川
議
長
の
話

市　章

宮

崎

市

宮

崎

市

空
港
か
ら
中
心
市
街
地
へ

車
で
15
分
、
沿
道
に
は
ワ
シ

ン
ト
ニ
ア
パ
ー
ム
が
立
ち
並

び
、
季
節
の
花
々
が
綺
麗
な

宮
崎
市
。
宮
崎
牛
や
地
鶏
、

新
鮮
な
魚
介
類
や
野
菜
な
ど

お
い
し
い
地
産
の
食
材
を
味

わ
え
、ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
、ホ
ー

ク
ス
、
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の

キ
ャ
ン
プ
や
学
生
な
ど
多
く

の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
も
賑
や
か

で
す
。
昨
年
は
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ

杯
の
日
本
代
表
や
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
代
表
も
合
宿
し
て
見
事

な
成
績
を
収
め
、「
宮
崎
は

勝
負
ご
と
に
験
の
良
い
合
宿

地
」で
も
あ
り
ま
す
。
公
用・

私
用
で
是
非
お
越
し
い
た
だ

き
、
み
や
ざ
き
の
人
の
良
さ

に
も
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

サンマリンスタジアム宮崎
（写真提供：宮崎市）

中川義行議長
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内
閣
府
は
9
月
2
日
、
地

方
分
権
改
革
に
関
す
る
令
和

２
年
提
案
募
集
に
つ
い
て
、

関
係
府
省
か
ら
の
第
１
次
回

答
を
公
表
し
た
。
２
市
以
上

が
提
案
し
て
重
点
事
項
と

な
っ
た
項
目
に
つ
い
て
、
本

紙
は
１
次
回
答
の
概
要
を
下

表
に
ま
と
め
た
（
提
案
の
概

要
は
第
２
１
２
８
号
参
照
）。

内
閣
府
は
、

１
次
回
答
に
対

す
る
意
見
を
提

案
団
体
に
求
め

て
お
り
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え

て
関
係
府
省
に

再
度
検
討
を
要

請
。
地
方
分
権

改
革
有
識
者
会

議
、
提
案
募
集
検
討
専
門
部

会
の
調
査
・
審
議
を
経
て
、

関
係
府
省
と
調
整
し
た
上
で
、

提
案
へ
の
対
応
方
針
を
年
末

ま
で
に
地
方
分
権
改
革
推
進

本
部
及
び
閣
議
で
決
定
す
る
。

第
１
次
回
答
の
状
況
は
内

閣
府
Ｈ
Ｐ
に
も

掲
載
さ
れ
て
い

る
。

番号 提案団体 提案名 第一次回答の概要

2
須坂市、中野市、飯山市、
茅野市

保育所における保育室等の居室面積に関する基
準の見直し（厚生労働省）【法律改正】

待機児童の数が深刻な状態かつ地価が非常に高く保育所用地の確保
が困難である自治体に限り、待機児童解消までの一時的な措置とし
て、当該面積基準を「従うべき基準」ではなく「標準」とし、合理
的な理由がある範囲内において、国の基準と異なる内容の条例を定
めることを認めている。

5
豊橋市、蒲郡市、新城市、
田原市、熊本市

幼児教育・保育の無償化に係る施設等利用給付
の月割りを可能とする見直し（内閣府、文部科
学省、厚生労働省） 【通知改正】

転出入の際の認定の空白の問題については当該会議でも既に議題と
なっており、空白を生じさせないための事務の留意事項を通知する
方向で検討している。

10 新潟市、指定都市市長会
小児慢性特定疾病対策事業に関する受給者証の
記載項目の見直し （内閣府、総務省、財務省、
文部科学省、厚生労働省） 【通知改正】

小児慢性特定疾病対策事業に係る医療受給者証の発行に当たる医療
保険者に対する高額療養費適用区分の記載は廃止すべきでない。ま
た、限度額適用認定証の活用は適切でないと考えている。

14
豊田市、八王子市、中核市
市長会

国民健康保険資格の職権喪失処理に係る手続の
見直し （内閣府、総務省、厚生労働省） 【省令
改正】

マイナンバーカード等によるオンライン資格確認システムが令和3
年3月から本格運用されるのに併せ、保険者の資格が重複していな
いかをチェックする機能の実装を予定している。
マイナンバー制度における情報連携の対象範囲については、関係各
省と課題を整理し検討する。

15
松山市、宇和島市、八幡浜
市、大洲市

国民健康保険における高額療養費支給申請手続
の簡素化 （厚生労働省） 【省令改正】

滞納者との接触機会喪失や高額医療費の過誤給付などデメリットも
あり、市町村の実務に与える影響を慎重に見る必要がある。

16
京都市、 堺市、西脇市、川
西市、三田市、たつの市

乳がんの集団検診（マンモグラフィ）における
医師の立会いを不要とする見直し（厚生労働
省） 【法律改正】

関係者の意見を聞きつつ、対応の可否について検討を進めていきた
い。

18 特別区長会、大村市
障害者割引制度における市区町村の証明事務の
見直し （総務省、厚生労働省、国土交通省）
【通知改正】

市区町村等による証明事務手続きをNHKおよび高速道路会社等で行
う場合、障害者自身の申請手続の負担増などによる利便性低下が考
えられるため、現状が適切と考える。

32

前橋市、高崎市、桐生市、
伊勢崎市、太田市、沼田
市、館林市、渋川市、藤岡
市、富岡市、安中市、みど
り市

生活保護法に基づく指定医療機関の変更届出の
一部省略（厚生労働省） 【省令改正】

省略を求められている項目には都道府県知事の行う指定取消事務に
必要となる情報も含まれていることから、指定取消の事務に支障が
生じないよう届出事項の整理をした上で、都道府県の事務負担の軽
減となるような地方厚生局と都道府県との情報共有の在り方を検討
していく。

34

浜松市、沼津市、松山市、
今治市、宇和島市、八幡浜
市、新居浜市、西条市、大
洲市、伊予市、四国中央
市、西予市、東温市

心身障害者扶養共済制度の受給者の現況確認方
法の見直し（総務省、厚生労働省） 【法律改
正】

【総務省】提案実現のためには、独立行政法人福祉医療機構が住基
帳ネットを利用して行う事務を法律上明確に規定した上で、住民基
本台帳法の別表に当該事務を規定する必要がある。
【厚生労働省】受給者の生存状況等の情報の把握は、あくまでも共
済制度の運営者である各地方公共団体が金の支払に必要であるため
に行うものであり、機構の業務とはならないと考える。

2 市以上（指定都市市長会など含む）が提案し、重点項目となったものの第 1 次回答概要
※番号は重点事項の番号 ※令和 2 年の地方分権に関する提案募集「重点事項」資料（内閣府 HP）から抜粋・編集

提案募集方式提案募集方式
第 1 次回答を公表第 1 次回答を公表――内閣府内閣府

新
庁
舎
落
成真岡市役所新庁舎

（写真提供＝真岡市）
議場
（同左）

▽
真
岡
市
（
栃
木
県
）

〒
３
２
１
―
４
３
９
５

真
岡
市
荒
町
５
１
９
１

郵
便
番
号
、
所
在
地
、
電
話

番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
変
更

な
し庁

舎
は
災
害
時
の
防
災
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
備
え
て

い
る
。
議
会
フ
ロ
ア
は
５
階

で
、
傍
聴
席
に
車
い
す
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
対
応
し
て
い
る
。


